
第 161回電波利用懇話会 
「電波利用の将来像とその実現方策、 

2020年代に向けた電波有効利用方策について」 
-「電波有効利用成長戦略懇談会 報告書」概要 - 

 
ご 案 内 

一般社団法人 電波産業会 
 

IoT、AI（人工知能）、ロボット、ビッグデータ等の先端技術をあらゆる産業や生活分

野に取り入れ、経済成長と課題解決を図る新たな社会である「Society 5.0」を、我が国は

世界に先駆けて実現することを目指しています。Society 5.0 では、あらゆる産業や生活

分野において膨大な数のIoT デバイスが普及し、無線によりネットワークに接続されるこ

とから、これまでにない膨大な数の無線接続が求められるなど、電波利用のニーズが質

的・量的に飛躍的に拡大すると予想されています。 
これまでも、社会ニーズに対応した周波数移行・再編の推進など、国民共有の財産であ

る電波を最大限有効に活用するための取組が進められてきましたが、Society 5.0の実現に

向けて、電波の更なる有効利用のための新たな方策が求められています。 
総務省では、2017年11月から「電波有効利用成長戦略懇談会」を開催し、公共用周波

数の有効利用促進、周波数の割当て・移行制度や電波利用料制度の見直し等の電波の有効

利用方策、2030 年代に向けた電波利用の将来像とその実現方策等について、包括的な検

討を行ってきました。その検討結果として、2018年8月に「電波有効利用成長戦略懇談会 

報告書」が取りまとめられ公表されました。 
今回の電波利用懇話会では、総務省総合通信基盤局電波部電波政策課長の布施田様をお

迎えして、「電波有効利用成長戦略懇談会 報告書」の概要についてご解説いただきます。 
ご関心をお持ちの多くの皆様がご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

記 

1 日 時 ：平成 30 年 9 月 27 日（木）午後 3 時から 4 時 30 分まで 
2 場 所 ：一般社団法人電波産業会 会議室 
  東京都千代田区霞が関一丁目 4 番 1 号 日土地ビル 11 階 
3 主 催 ：一般社団法人電波産業会（ARIB） 
4 題 名 ：「電波利用の将来像とその実現方策、2020 年代に向けた電波有効利用方策

について」（「電波有効利用成長戦略懇談会 報告書」概要） 
5 講 師 ：総務省総合通信基盤局電波部電波政策課 

 課長 布施田 英生 様 
6 参 加 者 ：70 名程度（定員になり次第締め切らせていただきます。） 
7 申 込 先 ：当会ホームページの講演会等開催案内よりお申込ください。 

 (https://www.arib.or.jp/osirase/seminar/index.html) 
8 参 加 費 ：ARIB正会員及び賛助会員は無料、非会員は 5,000 円 
9 問合せ先 ：一般社団法人電波産業会 企画国際部 電波利用懇話会事務局 小田島まで 
  TEL: 03-5510-8592 E-mail: arib-seminar2018@arib.or.jp 

以上 
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